
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
シリコーン化プルランが制汗成分として２０．０～５０．０重量％配合され、かつ、当該
シリコーン化プルランの溶剤が揮発性シリコーンである、制汗剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、防臭化粧料に関する技術分野の発明であり、より具体的には、制汗剤に関する
発明である。
【０００２】
【従来の技術】
不快な体臭を防止することを目的として皮膚外用剤である防臭化粧品の主要な態様の一つ
として、その汗を抑制する制汗機能により、過度の発汗による不快感を抑制すると共に、
主に汗を原因として発生する不快な体臭を抑制する「制汗剤」が用いられている。
【０００３】
従来、このような制汗剤には、アルミニウムハイドロキシクロライド（ＡＨＣ）や塩化ア
ルミニウム、塩化アルミニウム・ジルコニウム複合体等が、その制汗成分として用いられ
ていた。これらの制汗成分は、皮膚の収れん作用や、汗腺の中で水酸化物のゲルを作るゲ
ル化作用によって、制汗作用を発揮するといわれている。
【０００４】
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【発明が解決しようとする課題】
これらの従来から用いられている制汗剤においては、通常の発汗量の３割程度は抑えられ
るが、皮膚上に流れる汗までを止めることは困難であった。また、上記の積極的な薬効を
有する制汗成分を大量に使用することは、余り好ましいことではない。
【０００５】
そこで、本発明が解決すべき課題は、皮膚上に流れる汗を止めるほど、制汗効果に優れ、
かつ安全性にも優れる制汗剤を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明者は、この課題の解決に向けて鋭意検討を重ねた。その結果、高分子皮膜剤

その制汗成分と
して含む制汗剤は、皮膚上に流れる汗を抑制し得る位、制汗効果に優れ、かつ従来のよう
に、少なくとも薬剤成分を主体して用いない故に、安全性にも優れる制汗剤であることを
見出した。すなわち、

【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について説明する。本発明制汗剤は、その有効成分、すなわち
汗を抑えるための成分として、

である。なお、シリコーン化プルランは、
に溶解して、本発明制汗剤の有効成分として用いられ

る。
【０００９】
　

【００１０】
このシリコーン化プルランについて簡単に説明する。
シリコーン化プルランは、下記式（Ｉ）で表される高分子皮膜剤である。
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｉ）
（式中、Ｒは水素原子又は
[(ＣＨ 3 )3  ＳｉＯ ]3Ｓｉ（ＣＨ 2 )3  ＮＨＣＯ基
を意味し、その際、置換度は、０．１～２．０であり、そして
ｎは：１００～２００００の数である。
ここで、置換度とは、基本単位
【００１１】
【化２】
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であ
るシリコーン化プルランを、揮発性シリコーンを溶剤として、特定量を、

本発明は、シリコーン化プルランが制汗成分として２０．０～５０
．０重量％配合され、かつ、当該シリコーン化プルランの溶剤が揮発性シリコーンである
、制汗剤（以下、本発明制汗剤という）を提供する発明である。

揮発性シリコーン溶解性高分子皮膜剤であるシリコーン化
プルランが配合された制汗剤 通常はこれを溶解
し得る溶剤である揮発性シリコーン

そして、この揮発性シリコーンは、皮膚刺激性が殆ど認められず、溶剤として用いるの
に好適である。



　
　
　
　
　
　
　
についた置換基 [(ＣＨ 3 )3  ＳｉＯ ]3Ｓｉ（ＣＨ 2 )3  ＮＨＣＯ基の平均数を意味する。
【００１２】
この式（Ｉ）で表されるシリコーン化プルラン〔以下、シリコーン化プルラン（Ｉ）とも
いう〕は、水溶性多糖の一種であるプルランを原料として製造される。
このプルランは、 によって生合成される水溶性の菌体外多糖で
あり、Ｄ－グルコピラノース残基からなる水溶性であり、中性の線状グルカンである。プ
ルラン分子の分子量は、上記の菌体の培養条件やその菌の系統により異なるが、本発明制
汗剤に配合されるシリコーン化プルランの原料として用いられ得るプルランの分子量は、
５００００～１０００００００である。
【００１３】
シリコーン化プルラン（Ｉ）は、プルランから、例えば、特開平８－１３４１０３号公報
に記載された方法：
プルランの水酸基と、一般式
【００１４】
【化３】
　
　
　
　
　
　
　
〔式中、Ｒ 1  は炭素数１～８の１価有機基、Ｒ 2  ，Ｒ 3  ，Ｒ 4  は、各々炭素数１～８の１
価有機基又は－ＯＳｉＲ 5  Ｒ 6  Ｒ 7  で示されるシロキシ基（Ｒ 5  ，Ｒ 6  ，Ｒ 7  は、各々炭
素数１～８の１価有機基である）、ｐは１～１０の整数、ａは０，１若しくは２、である
〕で示されるイソシアナート基を含有するオルガノポリシロキサンとを反応させることに
より、シリコーン化プルラン（Ｉ）を製造する方法；
【００１５】
を用いて製造することが可能である。その際、シリコーン化プルラン（Ｉ）の置換度は、
０．１～２．０、好ましくは１．５～１．９である。
【００１６】
このシリコーン化プルラン（Ｉ）等の揮発性シリコーン溶解性高分子皮膜剤を溶解する揮
発性シリコーンは、公知のものを広く用いることが可能であり、特に限定されず、例えば
、オクタメチルシクロテトラシロキサン，デカメチルシクロペンタシロキサン，ドデカメ
チルシクロヘキサシロキサン等を用いることができる。
【００１７】
　

【００１８】
　そして、 の本発明制汗剤における配合量は、

この配合量が制汗剤の 未満であると、制汗効
果が十分に発揮され難く好ましくなく、５０．０重量％を超える 、制汗剤がべたついた
使用感を伴う傾向が強くなり好ましくない。
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Aureobasidium pullulans 

シリコーン化プルランは、本発明制汗剤の有効成分として、１種を選択することも可能
であり、２種以上組み合わせて用いることも可能である。

シリコーン化プルラン 制汗剤全体の２０．
０～５０．０重量％である。 ２０．０重量％

と



【００１９】
　このようにして、制汗剤の有効成分として、 を配合することによ
り、皮膚上に流れる汗をも抑制するほどに制汗力に優れ、かつ安全性にも非常に優れる制
汗剤が提供される。
【００２０】
　本発明制汗剤の採り得る形態は、制汗成分としての を肌上に付着
させることができる限り特に限定されず、例えばローション状，エアゾール状，軟膏状，
散剤状，固形粉末状，スティック状等、適宜選択することができる。
【００２１】
そして、これらの形態に応じて、本発明の所期の効果を損なわない限り、公知の基剤成分
等を本発明制汗剤中に配合することが可能であり、例えば、油分，界面活性剤，保湿剤，
低級アルコール，防腐剤，香料，キレート剤，酸化防止剤，紫外線吸収剤，ゲル化剤，増
粘剤，各種粉末成分等を配合することができる。
【００２２】
　なお、本発明制汗剤は、上述のように、 を配合することで、非常
に高い制汗性を発揮し、かつ非常に優れた安全性を有するものであるが、従来から制汗剤
中に配合されてきた制汗や防臭に関連する成分の配合を、本発明の所期の効果を損なわな
い限り妨げるものではない。
【００２３】
例えば、パラフェノールスルホン酸亜鉛，クエン酸，各種のアルミニウム塩（例えば，ア
ルミニウムクロロハイドレート等）等の収斂剤；トリクロサン，塩化ベンザルコニウム，
塩化ベンゼトニウム，塩酸クロルヘキシジン，グルコン酸クロルヘキシジン，グルコン酸
クロルヘキシジン，ハロカルバン等の抗菌剤；亜鉛華，フラボノイド，クロロフィル等の
消臭剤；各種のマスキング剤等を、各々の機能に着目して、本発明制汗剤中に配合するこ
とができる。
【００２４】
【実施例】
以下、実施例により本発明を具体的に説明するが、この実施例により、本発明の技術的範
囲は限定されない。
なお、配合量は、特に断らない限り、その配合成分を配合する対象に対する重量％で表す
。
【００２５】
本実施例においては、先ず本発明の効果である制汗効果を検討する試験方法について説明
し、次いで、本発明制汗剤の代表的な形態であるローション状制汗剤及びスティック状制
汗剤について、その処方を示すと同時に、これらの制汗剤の制汗効果についての検討を、
比較例を交えて行った。
【００２６】

パネルに石鹸で２回洗顔させた後、１５分間安静にする。その後、試験品をそれぞれ、２
mg/cm2の割合で額の片側に塗布した。その後、１５～３０分間、常温で放置して、試験品
中の揮発性溶媒を蒸発させた。
そして、直径約４ cmのプラスチック製のシャーレの縁に、無孔性の皮膜で覆われた５ mm角
のシリコーン発泡体のひもを切れ込みを入れてシャーレの周囲に接着させ（内径が３．６
mm）、ここに脱脂綿を均一に詰めたものを測定アタッチメントとして、この総重量を測定
した後に、額に接触させ、ヘアバンドで固定した。対照としては、試験品を塗布していな
い額の反対側に、同様にアタッチメントを装着した。
【００２７】
その後、温度３０℃・湿度５０％の恒温室で、エアロバイク（コンビ社製）を１５分こい
だ後に、額に装着したアタッチメントの重量を測定し、測定前後の重量差により、エアロ
バイク運動による発汗量を求め、以下の式により制汗率を計算した。
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制汗試験



【００２８】
【数１】
　
　
　
　
　
　
（式中、Ｔ 0  は試験品塗布部の未塗布状態での発汗量を表し、Ｃ 0  はＴ 0  測定時の未塗布
部の発汗量を表す。また、Ｔはサンプル塗布部の発汗量を表し、ＣはＴ測定時の未塗布部
の発汗量を表す。）
【００２９】
　なお、パネルは、各試験について５名として、各々の制汗率の平均を求めて、その結果
を、ローション状制汗剤とステイック状制汗剤について検討した。第１表にローション状
制汗剤とその制汗試験結果を、第２表にステイック状制汗剤とその制汗試験結果を表す。
なお、これらの制汗剤は、公知の手段により、それぞれ製造した。

【００３０】
【表１】
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なお、これらの表に記
載された実施例１、３～５（第１表）と、実施例６～７（第２表）は、本発明の範囲外で
ある。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【００３１】
【表２】
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【００３２】
これらの結果より、本発明制汗剤は、優れた制汗効果を有することが明らかになった。
また、上記実施例の本発明制汗剤に、公知の方法で、皮膚刺激性に関する試験を行ったと
ころ、いずれの実施例の本発明制汗剤においても、良好な結果、すなわち、「皮膚刺激性
が弱い」という結果が得られた。
【００３３】
【発明の効果】
本発明により、皮膚上に流れる汗を止めるほど、制汗効果に優れ、かつ安全性にも優れる
制汗剤が提供される。
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